
南魚沼版 CCRC推進状況 

                         2015.9.29 

                         南魚沼市企画政策課 

【会 議】 

8月 17日 

第 2回南魚沼版 CCRC 推進協議会 市役所大和庁舎 3階 大会議室 

     ・委員委嘱 

・協議（前回会議後の状況報告、「お試し居住」の募集要項、構想の策定、調査業務など、 

部会の設置（移住促進部会、連携促進部会、事業化促進部会） 

 その他（意見交換 北里大学保健衛生専門学院の連携、若者の雇用創造） 

 

 

【視察等】 

9月 29日 

 鳥取県経済同友会様 8名 （推進協議会会議傍聴、関連施設視察、懇談会） 

 

 

【事例報告】 

9月 25日 

  事例報告：新潟県職員専門研修（政策形成コース） 

       25日（金）午前 南魚沼版 CCRC事例研究 

 （取組み経緯、地域住民・大学等との連携、今後の方向性など） 

             午後 魚沼基幹病院見学 

         （市内泊） 

       26日（土）午前 グループごとに政策素案の検討 

 

  参加者：新潟大学法学部田村 秀 教授   全 10回のコース 

新潟県職員 10名、市内自治体職員 6名、新潟県人事課職員 3名 

 

10月 6日（予定） 

  日本版ＣＣＲＣ推進会議（第 5回）   於：三菱総合研究所 4階 大会議室 ABCD 

・.南魚沼版 CCRCの概要 

・民間企業への期待（事業主体、サプライヤー、資金調達など） 

   ・南魚沼市 CCRCビジネス研究会の開催について 

（健康ビジネスサミット「うおぬま会議」（11/12）内） 

 

 

※ 市長、担当とも他の用務があり、代理で河合アドバイザーが報告することで手配中 

 

 

【日本版 CCRC構想有識者会議】 

９月１７日 

第８回会議  「生涯活躍のまち」中間報告に対する協議           （資料 2参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1 



【問い合わせ等】 

前回報告：その後 6月 30日までに 18件、7月末までに延べ 34件、現在までに延べ 37件 

その後：現在までに延べ 40件 

（前回報告以降は、資料 3参照） 

HPのアイデア入力フォーム 投稿 2件 

 

    1．居住地：新潟県内  性別：男  年代：70代   

      移住先として検討する際のポイント（複数選択可）： 

CCRC内及び周辺のサポート環境、国際大学との連携 

      その他のポイント：金太郎飴にならないように 

アイデア記入欄：宿泊場所は、どんなところでしょう？ 

   秋よりも、むしろ冬が問題でしょう。冬の体験ですね。 

 

    2．居住地：東京都  性別：男  年代：60代 

移住先として検討する際のポイント（複数選択可）： 

首都圏との距離、四季の豊かな自然、国際大学との連携、介護・医療体制の充実度、

食の豊かさ、多様な活躍の場 

      アイデア記入欄：雪がある期間の「暮らし」を体験してみたい。 

特に興味ある体験としては； 

１．雪かき 

２．雪下ろし（危険でない程度の） 

３．雪のある道路の運転体験     など 

 

 

南魚沼版 CCRC「お試し居住」アイデア募集中！ 

「南魚沼市ってどんなところなのか？」「国際大学と連携した CCRC ではどんなことができるのか？」 

首都圏にお住いの皆さまから南魚沼市に滞在いただき、実際に体験していただく情報収集の場として開催

する「お試し居住」のプログラムについてアイデアを募集しています。 

平成 27 年秋から、平成 28 年度に実施を予定しています。 

開催時期、期間、内容、興味のある点などの自由なご提案を募集します。 

こちらのアイデア入力フォームからお寄せください。 

 

http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/ques/questionnaire.php?quest_id=32

